
LIP とは…… Local Information Paper の頭文字をとったものです。  

「ＬＩＰ編集局」 

https://love-dugong.net/lip/  

連絡先 
メールアドレス：lip＠love-dugong.net 
TEL 070-5653-6913(18 時以降) 

ＬＩＰ（りっぷ）は、枚方市民発の 

福祉・教育・文化・環境・ボランティアなどの 

情報を掲載する地域密着型情報紙です。 

２０２５年１１月号 

├ 言いたい放題！アッキー28号（73） 枚方の花火 

├ みんなでつくりました！ オリジナルカレンダー2026年 

├「梅田和子さんを偲ぶ会」に参加しました 

├「北陸・リニア新幹線と交野の水」 

├ 今月の五行歌 

├ なんちゃって農業女子(50) 

├ エッセイ バス減便 

├ 行ってみました！ リニアカフェ in枚方 

├ イベント紹介／会計報告 

☆梅田和子の著作や発言を集めた本 『街かどで 

さりげなく――梅田和子ごちゃまぜ論』が、でき

ました！ 

 

高槻自閉症児親の会を全国に先がけて立ち上げ、

長年先頭にたって活動してきた梅田和子さんの著

作や発言が、一冊の本（A5 判 344 ページ）になり

ました。障がい者として一般社会から隔てられる

のではなく、街かどでさりげなく生きる道を選ん

だ梅田和子さんと洋一さん。ゆたかな人間性をう

かがえる文章を収めたこの本を、1 冊 2,000 円に

て、お頒けいたします。入手ご希望の方は、下記

アドレスまでご住所・お名前・冊数をお知らせ願

います。連絡先：chiezou0018★gmail.com（★を

＠に変えてください） 

（梅田和子著作集編集委員会） 

☆「偲ぶ会」の記事は４ページに掲載 



（言いたい放題！ アッキー28 号）   ＬＩＰ ２０２５／１１ 

〈２〉 
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（オリジナルカレンダー2026 年）   ＬＩＰ ２０２５／１１ 

〈３〉 

 私たちは枚方の中宮山戸町にある「障害者労働セ

ンター」という生活介護事業所です。１９８１年に

無認可の作業所から始まり現在の形態になりました。

いつの時代も「障害があってもなくても地域で当た

り前に暮らす」という想いのもと活動を続けてきま

した。 

 今年は長年、みんなで温めてきた「自分たち独自

の地域に根づいたカレンダーを作りたい！」という

想いがついに実現！ 同じ枚方の印刷会社さんにも

ご協力いただき、みんなが生まれ育ち現在も生活し

ているこの枚方に根付いたカレンダーを完成させる

ことが出来ました。メンバーがイチからこのカレン

ダーを作成する過程（イラストを制作したり、イラ

ストを決定するオーディションを行ったり）の中で

今まで以上に団結力が深まっています。 

 カレンダーの制作や販売活動は私たちの大切な運

営資金となるだけではなく、私たちが地域で「当た

り前」に泣いたり笑ったりしながら日々、生きてい

ることを知っていただく大切な活動となっておりま

す。LIPをご覧の皆様にもそんな私たちのことを知

っていただけると嬉しいです。 

文）障害者労働センター 清水 

障害者労働センター オリジナルカレンダー2026 年 

みんなでつくりました！ 

NPO法⼈パーソナルサポートひらかた 障害者労働センター 

⼤阪府枚⽅市中宮⼭⼾町 10―12―１０２ 

電話  072-848-0508  FAX   072-848-7920 

メール  paso̲rousen＠nifty.com      ホームページ  → 

★ネットショップ （カレンダーをご希望の⽅はこちらから）→→ http://paso0508.cart.fc2.com   ↓ 

 

���併設の「おひさんカフェ」 店舗でも販売中♪ 

店舗営業日： 月～土 10:30～16:00  （休み：日・祝） 

【オリジナルカレンダー2026 年】 

・59.4 ㎝×29.5 ㎝ ３ヶ⽉×４枚 

・１本  １２００円（税込み） 

３カ⽉が常に⾒える切り取りミシン目付で

す︕ 



（梅田和子さんを偲ぶ会）       ＬＩＰ ２０２５／１１ 

〈４〉 

 ９月23日（祝・月）高槻市の高槻城公園芸術文化会館

北館にて、「梅田和子さんを偲ぶ会」が開かれました。昨

年７月93歳で亡くなった梅田和子さんは、自閉症の息子

さんを育て、高槻で「共に学ぶ共に生きる」地域をつく

ってこられた方です。成人した息子の洋一さんと共に移

動本屋を営み、音楽など多彩な趣味の一つとして五行歌

もつくり、『ＬＩＰ』2014年9月号には息子さんの誕生か

ら83歳の「現在」までを振り返る五行歌連作を寄稿して

くださいました。亡くなる２～３年前には「太平洋戦争

末期軍需工場となった女学校で学んでいた私は特攻隊員

が出撃前に与えられたヒロポン入りのチョコレートを銀

紙で包みました」と証言してテレビニュースにも登場。

最期は地域で活動されている会の集会で倒れ、救急車で

病院に運ばれて大動脈解離で亡くなられましたが、まさ

に、「闘い抜いた」人生。困難のなかでも明るく前向きな

考え方で人とつながった梅田さんをしのび、広い会場に

は約100人が集いました。 

国会議員の辻元清美さんが、「洋一さんと学校で同級生

でした」と挨拶されてびっくり。「性的少数者であるＬＧ

ＢＴを受け入れて、親身になってくださいました」とし

んみり語る別の議員さん。次々と思い出話が披露され、

親族やお友だちによる朗読や、弾き語り、ピアノやハー

プ、ギターの演奏。正面のスクリーンには、少女の頃か

ら、元祖「リケジョ」の研究者時代、家族写真、愛猫ル

ンナと一緒の最近の写真などが次々に映し出され、退屈

している暇などありません。「就学猶予になった妹を母が

大事にするので、僕はいじけて妹に意地悪した。その償

いの気持ちもあって、障害を持つ生徒さんにかかわって

きました」と語った男性も。数十年前障害児と家族のお

かれた厳しい環境を思い、指名されて、私も、自閉症の

息子が養護学校（当時）小学部から４年で地域の小学校

に転校、中学校も地域で過ごし、高校は「定員割れ」が

確実な定時制高校に行くはずが「私学授業料無償化」の

あおりで定員割れになった全日制普通高校に零点で入学、

進級、卒業もできたと報告することができました。 

さて、戦前、東北帝国大学と一部の私立大学を除いて、

女性は大学に入学できませんでした。戦後女性にも大学

への道がひらかれ、和子さんは大学進学を決めましたが、

在籍していた茨木高等女学校からは、殿方を支える良き

伴侶の女性を育てる我が校では殿方を押しのけ大学に入

学するなど認められないと、成績内申書を書くことを拒

否されたそうです。それでも西京大学に入学、卒業後京

都大学大学院に進学して、燃料化学の研究者の道を歩ま

れます。ただそこでも院生仲間の男性たちから疎まれ、

苦手だった英語での論文作成をたった一人助けてくれた

先輩と結婚されたとのこと。それで思い出したのが、２

年前99歳で逝った私の母のことです。梅田さんより７つ

年上で、当時確か私学の同志社大学以外女性を受け入れ

てくれる大学は近隣になく、大学は諦め教師になり、戦

後門戸を開いた京大に入学したいと試験を受けました。

そのとき母を含め３人の女性が志願し、「結婚せず、一生

研究に身を捧げられますか？」と問われ、戦争で夫を失

った女性は「はい」と答え入学を許されたけれど、母は

「はい」とは言えず入学を諦めたのでした。７年の間に

変わった制度と、なかなか変わらない人の意識というも

の。それでも少しずつ時代は変化し、女性を取り巻く環

境は戦後80年でずいぶんよくなったのだと、改めてそん

なことに思いをはせました。 

 帰り道一緒に帰った方から、小学校で支援学級がどん

どん増えていると聞きました。枚方のいちばんおおきな、

約千人の児童が通う小学校では支援学級が 15 クラス、1

学年３～４学級の中規模校でも支援学級が７、８クラス

あるところが多いそうです。20年前私の子の在学時には、

1学年3学級の小学校で、支援学級は3クラスでした。「き

め細かな支援を求めて支援学級をのぞむ親も多いのです

よ」「でも1日2時間支援学級で過ごすというしばりのな

かで原学級から取り出され、本当にその子にあった教育

ってできるのでしょうか？ それに、授業の３分の１学

級から抜ける子を、同級生は『仲間』と思えるのかしら？」

「さぁねぇ」というような会話をその方と交わしました。

「ごちゃまぜがいい」「迷惑をかけたりかけられたり、お

互いさまで、関係を築いていく」ということをモットー

にされてきた梅田和子さんが聞いたらどんな顔をされる

でしょう。「バトンは渡しましたよ」と微笑まれるのかも

しれません。 

（文・豊髙明枝／写真・梅田和子著作集編集委員会） 

 

※ 表紙に梅田和子さんの著作や発言を集めた本 『街か

どで さりげなく――梅田和子ごちゃまぜ論』紹介あ

ります。 

高槻で障害児の教育の道をひらいた、 

「梅田和子さんを偲ぶ会」に参加しました 

最後に合唱 マイクを握る洋一さん 



（北陸・リニア新幹線と交野の水）    ＬＩＰ ２０２５／１１ 

〈５〉 

 ９月 21 日（日）交野市天野ヶ原町のゆうゆうセンタ

ーにて、「交野・憲法と暮らしを考える会」の主催で、

学習会「北陸・リニア新幹線と交野の水」が開かれま

した。講師は、リニア市民ネット・大阪の春日直樹さ

んです。 

 

大切な水源、地下水に影響はないのか？ 

 最初に、交野市の市長・山本けいさんのご挨拶。交

野市の水道は約８割が自己水で、残り約２割が大阪広

域水道企業団水を取り入れています。自己水は、市内

各所に設けた 17 本の井戸から地下水をくみ上げ、浄水

処理をしています。地下水は深さ

によって５層に分類され、自己水

として使っているのは原則第４層

と第５層で、浅い井戸で利用する

第 2 層や第 3 層とかぶらない、北

陸新幹線のトンネルが通過するの

は第 2 層と第 3 層とされていて、

水道に用いる地下水の層には影響

がないはず…‥なのですが、大切

な水源にもしものことがあっては

いけないと、先日市内でボーリン

グ調査に立ち会ったとお話を聞きました。 

 続いて、春日さんから、２つの新幹線建設に関する

お話を聞きました。北陸新幹線の京都・新大阪間のル

ートについては、現在通過を検討されている京都市の

仏教界等から反対の声明が出され、大きな問題となっ

ています。では、交野市を通るのであれば、どこを通

るのか？ 詳しくわかっていなかったのですが、市長

が再三問い合わせたところ、町のど真ん中の市役所付

近を通るという計画図が明かされて、大騒ぎになって

いるということ。一方枚方市は特に問い合わせしてい

ないためどこを通るのかよくわかっていない、しかし、

市の外れの方だろうということ。 

 

リニア中央新幹線は、問題満載 

 もう一つの問題は、リニア中央新幹線です。東京都

を起点、大阪市を終点として、走行方式は超電導磁気

浮上方式（超電導リニア）、最高速度は 505 ㎞/時、「未

来の交通インフラを大きく変える可能性を秘めている」

とうたわれて、リニア中央新幹線鉄道建設がスタート

しました。しかし、峻厳な南アルプス南部を走り、東

京品川～名古屋間の沿線の 86％がトンネルという厳

しい工事で、これまで各地で深刻な水枯渇事故を起こ

しています。日本の豊かな自然環境や歴史的な文化遺

産を壊してまでも、リニア中央新幹線は必要でしょう

か？ 

 リニア中央新幹線の建設がＪＲ東海に決まったのは、

東日本大震災が起こり、続いて東京電力福島第一原子

力発電所で爆発事故が起こった、約２か月後のことで

した。未曽有の大災害に見舞われて日本中が大混乱に

陥っているなか、国の交通政策の根幹にかかわる交通

ネットワークの変更が決定された、まさに「ショック

ドクトリン」（惨事便乗型資本主義）といえるのではな

いかということ。 

 リニア中央新幹線で採用する超電導リニアは、技術

的に未完成です。2019 年 10 月に山梨リニア実験線の

車両基地で点検中の作業員 3 名が火傷する火災事故が

発生、2025年 5 月には車両基地に戻ったリニアの電源

装置から煙が出て消防車が現場に駆けつける騒ぎが起

こっています。42.8㎞の実験線での実証実験での事故

でしたが、もし乗客を乗せて走行

中にこのような火災が起こったな

ら、そして、それがトンネル内な

ら？ 悲惨な結果につながること

が想像されます。 

 トンネル工事で、リニアが通過

する直径 14ｍという巨大な穴を

地下深くに建設すると、5,700 万

㎥という膨大な量の残土が発生、

その処分も問題になります。不適

切な管理で、土石流災害や重金属

による水質汚染も危惧され、ヒ素などで汚染された地

下水の流出などが実際に起こっています。2024 年 10

月 22 日には、東京都町田市の第一首都圏トンネル小野

路工区で、住宅の庭先から地下水が噴出し、致死に至

る酸素濃度の低い気泡が噴出するという事件が発生し

ました。 

 2001年に施行された「大深度地下の公共的使用に関

する特別措置法」（通称：大深度法）により、首都圏、

近畿圏、中京圏の都市部では、地下 40ｍより深いとこ

ろについては、地権者の所有権が及ばないとされて、

民家密集地の地下を地権者に無断で利用することが可

能になりました。「しかし、巨大な穴を開けるトンネル

掘削工事は、地上に影響が及びます。工事中の振動騒

音低周波音、さらに、土地の陥没や地下水の噴出等々。

事故が起きる前の予防が大切。2050年頃には新大阪駅

にリニア新幹線北陸新幹線が乗り入れる大阪開発プラ

ンが公表されています。北河内平野部に２つの新幹線

が通過する巨大な穴が掘削されることになる。共に大

深度法を使って工事を予定されているのですが、この

ことに対して、どう考えるか？ 私たちが情報を集め

判断することが問われているのです」。講師の言葉が力

強く会場に響きました。 

文 豊髙明枝／写真 交野・憲法と暮らしを考える会 

※関連記事が裏表紙にあります。 

 

＊リニア市民ネット・大阪：リニア中央新幹線が抱え

る様々な問題について考えていこうという大阪近辺在

住者を中心とした会。 

「北陸・リニア新幹線と交野の水」 

学習会に参加しました。 



（五行歌／農業女子）          ＬＩＰ ２０２５／１１ 

〈６〉 

 今回は「今が旬のさつま芋」ネタを！ 今年

の夏は、ご存知の通り「猛暑酷暑」で大変でし

たが、サマータイム導入のお陰で早朝７時から

と夕方５時以降でお仕事ができたので野菜の水

やりが滞ることがありませんでした。 

 お陰で「雑草」も順調に育ちましたが「旬の

ネタ」の「さつま芋」も、写真①の様に旺盛に

育ちました。これは「さつま芋の畝」ですが、

弦ボケと言って茎ばかりが育ちすぎている感じ

もありますが「つる返し」もマメに行い、先日

ある幼稚園の園児さん達に芋ほり体験をして頂

きました。掘りやすい様に茎をカットして、一

度芋の様子を確認して（写真②）畝の周りの防

草シートを張って足元が危なくないように準備

してあります。前日までの準備が大変でしたが、

芋ほりは大盛況で園児さん達は大喜びでしたよ。 

 園児さん達が帰った後で、掘り残された芋た

ちを救出しましたが、けっこう畝の端っこに実

をつけていました。おそらく、水を求めて遠く

まで根を張ろうとして、畝の外へ外へと根を伸

ばしていたのだと思います。小さい子どもには、

なかなか深く掘るのは無理ですから……。 

 思わぬ場所から「芋たち」が現れたので、（写

真③）の様にたくさん掘り残しがありました。

「つる」の方へ栄養が行き過ぎないよう「つる

返し」をして、根をあちこちに張ろうとするの

を「阻止」はしていたのですが、実が付く根っ

こがこんなにも長く伸びて行っているとは思い

ませんでした(笑) 

 今回掘った芋は、「紅はるか」です。昨年より

今年の芋は優秀でした。が、別の畝の「紫芋」

は、これこそ「弦ボケ」状態で、茎は見事に伸

びすぎているので「実」は小さいです(笑) 

 さつま芋は、掘りたてよりも掘ってから２週

間後くらいからが「でんぷん」が「糖」に変わ

って甘くなります。慌てて食べないでゆっくり

と味の変化を楽しんでくださいね。 

      文・写真／へそくん 
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（バス減便）            ＬＩＰ ２０２５／１１ 

〈７〉 
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イラスト  表紙、P7：平井由恵 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

15,014 前号から繰り越し 

2 銀行利息 

7,000 応援団寄付 

1,500 広告代 

▼2,904 11月号用紙 

▼500 ロッカー代 

▼1,240 10月号印刷代 

18,872 計（次号へ繰り越し） 

 

応援ありがとうございます♪ 

西岡陽子さん 仲澤孝宣さん 

STOP WAR NOW 

◆ＬＩＰは市民が書き、市民が読む地域密着型情報紙です。
あなたも紙面に登場してみませんか？ 

LOVE & PEACE 

～ 牧野高校創立50周年！大同窓会 ～ 
牧高の卒業生・現旧職員の皆様ご参加ください！ 
日時：2025年11月23日(日) 12:00～14:00（受付11:30～） 
会場：ホテルアゴーラ大阪守口（京阪「守口市駅」直結） 
形式：ビュッフェ・飲み放題 
参加費：10,000円 
対象：卒業生・現旧教職員（先着300名） 
●お問い合わせ先● 
大阪府立牧野高等学校創立50周年記念事業実行委員会 
https://sgfm.jp/f/bokuyukai 

【 枚方自閉症児（者）親の会 】 
定例会 

◆日時：11月17日（月）10：00～12：00 
◆場所：ラポールひらかた ４階共用ルーム 
※連絡先 春名 072-397-0053 団 072-868-7359 

行ってみました！ リニアカフェ in 枚方 
枚方市西禁野のカフェカジョ（枚方市駅下車、徒歩10分）

で、毎月第４土曜日14時～16時、「リニアカフェin枚方」

が開催されています。「リニア新幹線は何が問題なのか？ 

北陸新幹線も同じ問題が。一緒に話をしませんか。」と書か

れたチラシを、9月21日に学習会で渡されて、リニアカフ

ェって、どんなとこ？ 『ＬＩＰ』2016年９月号でも紹介

されているカフェカジョに、9月27日（土）午後２時に行

ってみました。 

参加費は500円、飲み物などは各自ご持参くださいとい

うことで、その時間帯カフェはお休み。お店のテーブルを

囲んで集った5名、リニア新幹線に関するニュース等の情

報交換、大深度法についてもいろいろ教えてもらいまし

た。参加者は、大阪、京都などから集まった、いずれも市

民活動や環境活動を長く続けた方々で、今回 26 回目だと

のこと。少人数なので遠慮なく質問もできて、勉強会とい

う真摯な空気のなかにもアットホームな雰囲気で居心地

がよかったです。何よりこれまで知らなかったこと、そし

て、自分の住む町に関係する事柄を学ぶのは、刺激になり

ます。 

11月は15日に天満橋のエル・おおさかで外部より講師

を招いて勉強会を開くので、次回のリニアカフェは 12 月

13 日だそう。「いろんな方に来て考えてもらいたいので、

気軽にのぞいてみてくださいね！」主催者の言葉に、「ぜひ

また！」とお返事、子のお迎えの時間があるので少し早め

に帰りました。（豊髙明枝） 

※関連記事がP5にあります。 

第24回リニア勉強会 

「リニア新幹線の『いま』沿線住民の動き」 

◆日 時： 11月15日(土)13：30～16：30 

◆会 場：エル・おおさか南館734 (大阪市中央区北浜東3－14) 

     京阪電鉄・北浜駅より西へ300ｍ 

◆講 演：リニア新幹線最近の状況～沿線住民の動き～ 

◆講 師：柳井真結子(国際環境NGO FoE Japan) 

◆参加費：1,000円 Zoom参加あり 

(申し込み締め切り11月13日(木)) 

◆申し込み・問い合わせ (一財)日本熊森協会 0798－22－4190 

◆主催：リニア市民ネット・大阪 

第28回リニアカフェin枚方 

◆日時：12月13日（土）  14:00～16:00 （出入り自由） 

◆場所：カフェカジョ（枚方市西禁野1-6-28） 

         京阪枚方市駅下車、徒歩10分 

◆参加費：500円   飲み物などは各自でご用意ください。 

◆問い合わせ：naoki.kasuga＠ymail.ne.jp 

◆主催：リニア市民ネット・大阪（春日直樹） 

【参加者募集】 放課後クラブ「チャレンジ・キッズ」 
情報交換・交流会 

子どものこと、学校のこと、高校進学、勉強や、家庭での時間の過ごし

方について、気になることはないですか？ 
保護者どうし、時には支援者を交えて、おしゃべり情報交換しましょう。 
◆日時：11月６日（木）10時30分～14時30分（出入り自由） 
◆場所：ラポールひらかた 10時30分～12時30分 ３階研修室２ 
             13時～14時30分     ４階 研修室４ 
◆参加費：初めての方は、年会費として500円 
◆問い合わせ ０９０-５８９３-５６３５（豊高・18時以降） 

または、c-k＠love-dugong.net 
◆主催：放課後クラブ「チャレンジ・キッズ」 


